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発ウ:ま
'^彙
テクテクした0しも軽●II向

1  8量 肇糞甚「られます。
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不明   口長″llt不明   発疹 :よ島所的であり その他の住サも
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AOこ l・ l●否定できる
0吉
「
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国睾関F●百定てきないと慇います
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り        暉:0雷 出現 因星闘rt不 疇
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投与前よりt状 があり その他の要因と考えます
0生■発生

因阜F縣不明  ll:I前 から菫状があリ ワクチンによって増
=し
た可能性ま残るか

OttF7先 生
囚卑関
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は香定できないと思います ラムゼイハント掟械なのようです

t耳篠出現 F日 夕より右日
,1面
・・
軽蔵
=

|

|

,‐

・・  11:

非・属霊T
|

0中村発生

―|

L_上  __1_、 ! _
|

3il`宅 :告裟 ]〕翡輪

=卜

範蹟,脂
のし

諄 汀

―ッとした
・
層の
回

`て

あ
=旨
遺

“

 非■二 靡 L言  雌  ロニ円候不明  醒 讐F不明

轟癬菰轟牛
」
~事 ~墓

二七五
~ふ

|

局所長tとして百 局所晨にとして薔
マてきない    定でき,t｀
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O中村先J

0中村矢生
言によろけること 歩行田菫の原因が不明です 菫

'こ
に,R● バイハス晰なども行われておリ モ血,10雷の可能性もあります .

■点では,畠韓不足て諄饉不鮨です

0中村先生
全身建状と0わ れます

0●●発生
■■疾↓にてんかん0があるのか0こ ttては不明です r千じ表の宿●点メこついてヽ 基■Ftについてま辞場の:こtがありませ
ん 4ヽ児ですのて てんかんの照薔についても ,1報 が必螢だと思います 現弩点て工 1^颯 不足のためlT壺不能といたします.

0=■発生
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データなく因早rxl篠 ま2ぅられない`→問的関係からGISや dADEll■ 薔賓てきる。
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建状・ l,卜|1髯的であり II饉 不能です。
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害観的データなく因暴関係1ま2め られない.=間的円年からG8Sや IADEl,は 香定できる
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O■村先生
過麟壼と考えられます.
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`Iか
らの寺田的経過から

=ADE「
,としてま少し阜すぎると思われます また生まとして 両手積のしびれから発生も 考えに

くいようです ヽ外

'1か

らのI・・RI●の結準の絆錮が,からないため ,^籠 不足としました。ADEl・疑いとしたのてあれば、■ま検,な ども
,われてい● ま その結畢も必晏と思わ●・ます

'^籠
不足    0奎 ■贅生

■Fen的間篠からADEヽ 1は薔定できる 古上墳のけいれんがどのような状してあったのか ,^颯 不足でl■饉てきない.
0吉 F7先 生
:を・I後の発痣等躊は阜い気0(しますが.他に銹ョIがないようてあtlま 因早日経 工番定できないと思います ADE"疑いです。

'0 60`ヽ 男性

ユ: 「Oit男 性

多,の二月を使用の
し,

|

1^饉不足であ
=

候なの可能性あ
〓
　
　
　
　
　
一

援
一
　

一

熟
　

一

「

・
卜

行
”

Ｌ
Ｉ
Ｉ
ョ
ー
ー
】

　

「
―

子■  :iRI  軽・・
{ス籠不足である  0曇■発生
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的円篠 壼状からG8Sと 思わ|■ it気 生塩学的強ltr結皐がなく

'お

饉不,
■薔定てきない  "て まある

0言野先生
囲畢関熙百定できなしヽと思い●す OBSの 可能性あると思います

0●村発生
住まも怪々て一定しておらず 諄椰・・不賜です なお ■ラン ′`レー筐検ヽど,楼菫からヽ えにくtヽです.
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0吉野発生
囚早FIl「否足て書ないと思い●す。
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=ワ
クテン接II'ヶ月前 季節性インフルエンザワク

テン棲■.本ワクチン接■前、体者352C t'ク チ
ン擦;l iO分 後、尋銅な摯力感にょる坐位保持不能、

バtドウ書 餞紋場む撃、お11∫
朧 、ξ誌樽廣燎 凛『 ′ 蹂鍛快t正常 塁3症

薔足無の不に意

にて経過観察 その後、生位不能が再出現したため
他院へ紹介し 入院 ワクテンltIT'日 後、■力住よ
回復

経過 畿 '卜

CIッ ト t帰   ンと割
=ん
とのロ 3色ζ晶晶晉

良嗜と
―

諄円京の意見

___  桑日係 _

重島 篤

無力遣

(回複
'.

雰果鷺  1因
稟隣係不輌

●運動

因皐関係不明

0中村先生 ,

原国は不明ですので、国果関係不場と致します

0=や 発生‐
崎固釣目饉から、ワクテン棲

'1に

よる0おな中経神経薄薔は否定できない ADEM C● SIまオ同的.塗状から否定てきる.

0吉 野発生 i

l.IRI.■ 波とも正常ということて少なくともADいてはなさそうてす.甲 状疎僕こにともなう神経生まとしても奥当的でなく.ワ クテンとの国
早目係不明てす .

'' 20● 女Ft アレルキー性鼻失
接;1日 日、体温3,7度 全身燿怠感

～
力轟 めま

し`、食ま饉下、自血球58∞、ヘモグ●ビン1● 0壺小 奎奇裕εじ、めまい
振213000 CRP墓 ユ饉内

報告医のコメンドΞ
日に1ま楽快しており
OBSで はない.   非菫島
CR●は■華直内で
あったとのこと

情報不足 !高颯不定

0中村発生
全身住tkと しての発熱、俗じ感、めまいと考えます

0奎 中発生 i

壼状の経過がなく、ヨ断できない .

0吉霧発生 :

因豪口係不萌 感冒を生した可鍵性を疑tヽます

{し血薔   弩快

ち 程
にホお̈ 男 難 け 月
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不足 1貴報不足

0中村先生 :

辞綸が不銅で■断てきまでん.

0埜 ■発生 :

神経壼まの群篠不明,たぶん国暴薇係なし

O吉野発生 :

―過性の導奎の国暴口係薔定できず.下鞍の自痒とおそらく電球共目F複が生したものと疑います

79 20代 女性 群薇i渠ざ
嶽
'F:た鷲沼轟議r醤書?ξ妹亀曇ぞ盟 0し蹴[特 右足目節以下のしびれ感]諦 葬 け ,重彙僻

季節性インフルエンザ接;I してとくにヽ置 投薬なし るいは低い.

恰線不足    11^澤 不足

0●村発生 :

投与からの時間的経過●がなく、事所できません しかしながら、すぐに消失していることからヽ こeSは否定崎です

0=●先生〕
|^彙 不足
0さ野先生 :

因桑関係不爾 .

0ヽ `0代 女性

率ワクチン接;1翌日11詩よりを菫||～ 燕都全体の場
いしび●出現、その後、な:A面の逮和感|もたもたし
た感じと軽いしびれ

'出
現したため 近医のヽ外●掘

:「塾 :瑾轟 IF議=総
選慇 銀驚議譲lf

率ワクチン接電 12日 後 神経内科を受診、精贅0し
たが 特に何も彙いとの診断を受けた.この詩は既に

自党壼ま:よ彙くなつていた

0●村発生 ,

住よが少し奎等でもあり、絆輌国菫です.揆与からの詩間的経過からもC3Sは 否定的です

0埜中発生 :

ワクチン機種凄
"鉾
目日の,象で 塞彙関係l■ 2められない

0さ野先生 :

困彙関係不鶴.三又神経筆雷 嬌原

'が
合併することしばしばあります .
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螂
因彙闘饉不明  1因 異目瞑不畷

6r 30K'Bli

■ワクチン経:1当 日のま 晏汁 調▼痛の口邪住よ
出現 その後、入;0寺 にお場に対する感覚が確くな

|:選 鶴 鰯 :`夕
量2撃

競 コ

“

ての

な23'=左 1751gア キレス壁反射右― 左 =
接■28餞 後 足の翼常知鍵は自然消失

・LE=鰍I
評
爾
事
塀
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必
濶

鍛 辮 潔 襲 騒 朧 住響
範碑攣

あったのかどうか 客観的なデータがなく絆●できない.詩目的隠係からAD●・|やCBは蓉定できる

国稟腱係香定できず 感覚性ニューロハチーが生したと考えられます

麓塊雇:1賃 17嵩督「ちi露:tilil]1:lilli::!!1甚F,ヵ低下 ヨ1笙 篤
Ft壼 研   回複  因果閥彙不銅

0●
"発
生 :

経過■から、本柔との国果目係は鯰めにくいと思います 織与直後てもありGeSは 否定的です
O奎中先生〕

因畢臨 不明  燎臨 Iぎ電電を

`:帯

断するが、末精神経議害なのか ■握神経諄富なのか客観的データがなくFEき ない 詩間的関係

0吉野先生 :

凛管送走神経反射て、インフルエンザつクチンに限らず、R薇した状じて採血う:十ても生じる事象です.因彙閥保はないと書断してよい
てしょう.
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0'                                o吉 野発生
また GBSによく見ら4■るよ気u`0などの先行

“
深

“

皮峙肖共● を                                囚,間籠不明
1i. l.'

こ伴う下ま■力と翌われます GBS訴 晉定的です

F与当日でもあり●ユ回【を薔定まて0ませんが、重饉に●の絆緩が不哺てす0(颯
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彙ネ鴫
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:0薔

=I奎
=16=岡 後、起き■かった著 墨に食べた

4.の
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●●lま こしいつものように●符するようになつた

|        ?オ黒鳶圭すの可籠性があります
としました
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けいれ
～
5似の奎作と思わt.者

0吉野発生
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た.めまい撃などをこのよ
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=ワ
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=因果爆Ft不 明

「
―
「
‐
‐―

他院にて 2回 目率ワクチンleili3日 n、 ●節tィン |

フルエンザウクチンl●■ 2回 日の■ワクテン模:::3

日ま お贅を
'ん
ている際に

"が
ひきつり f■むこ

とが日
"と
なり 受ν 翌日 t状回●せず、■■経

外:1を 受
"“
RI曖

'左
j_t底は近くのTl菫 rE薇  右¨面神経==は修僣号 τ2強鱗口には高18■ であり 不交

=性tl:戻 咤 ウイルス同定検書の結旱 ウイルス0●
なくホIA性

"面
神経●饉とお断 ステElイド,与円

ヽ 2■ 日
=ワ
クテン嬢

'12●
曰復 選銃

千二 蒻 ξ  ttξ 因馴 蘇 明  a,日 F不鴫

|

0中 村先生
投与から■間が経場していることから 囚彙口【は否定めてす 古

'1●

II経 ″暉 ま

“

発的な可ltt性が高いと思います .
0生●発生
■則

"錢
週から
^OEヽ
ま香定てきなt｀が そ0篠 0経恣などの11薇なく辟6不籠

0吉F7発 生
囚畢田條不明 篠11と のキ同が産れており BcI庫

=が
生したと思われます

"ど
ホ層男薇″月 ::緊織 醸



1lo 年r堆
" :,o代

表るの
1環
住E 経 過 摯反応名 霊二九外 穿 機陥 t笛螺

E嗜
・
専門ゆ 意見

,0 ,0代 男性

ワクチン栓■翌日 毯壼が出現、その後、見事的とな
り 奎嬌が壌み合わなくなる.ワ クラン接■2日 後、コ

ミュニケーシュン困建:こて入院 .不鴨著しくミダゾウ

軍
卿ウマ悧

=対
臥投工台錫占管瞥奪虐議落ピ雛轟き 熊ヽ

皐してステロイド戦与 率ワクテン籠■●自後、見当驚

もまり、改善 本ワクチン絆
=BB後
、モ塵回復し、退

院

‐O■村先
=:AO印にしては、著千発億が早いように思いますが、否定iまできないと思います.

型麗紆は否摯れて百定|り掌11灘:11じ11】革篤輩置 、Iで
きませ私

0書野先生 ,

‐因畢目饉否定できず .

霊腐 獅 ‐m

91 ,0代 女悽

進行乳饉による島性
=薇
賛にて入院わ薇中 ワクテ

ン終■6日 ,、 意ヽ筆雷出現 接:=98後 .■薔豪直
進行乳鶴によるCt3液 買 もみられ睫瞑炎と診断.護床経過より瘍性贅

=炎
と こ臨壼容扶零

思われた ワクチン接鍮 1'日 後、饉
=に
て■亡 挨

死、国躾●は行われていない

0●村発生‐
主治医の記紋のように 原窪しによるものの可能性が高いと思われます

0奎中先生 :

項都壺直があり ADEAIは 否定的.凛翁による可能性が高い

0吉野発生 ,

国果餞薇なし.薇告者のとおり、饉性籠嗅炎てよいと思います

6饉 にて菊tされた
検死 割検● 1ま行わ
れていない

初診 ま1月 St燿
=・

工t

て手術したものの、篭
移リンハ節にて血●
1=浸 Fしており、完全
切除てきなかつた

こr2度が高く
`じ

学技
法を行うも,電移を栞 |■屁
たすなど進行も早かつ

―見、■通に■ごさ●●・
ていたが、食事が経
れていなかつた0て ワ
クチンを接●Iした  .
義床経過からワクチン|

の回理の可能性は極 |

めて低いと恩われる.|

鰤 難 国呈目係不明   因黒口鰈不明

s2 ?ofi..gtt

本,クチン接■ 10日 前、季節懺インフルエンザワクテ
ンを接躊`本 ワクチン接■

38後 意壼涅属が出現

撃号舞驚のヤ野蕪言鑑剛難難・場炎はヽ
儘躾消失`頷都

l・ tR!、 ヽ血責シンチ も腋は異常

「し 贅濠は経度の

“

譲増,及び重自増多.

‐    ‐                 10中 村先生 :

1鰹 |ギ[壁よ■豪
ユ‐
:鯛
:冨驚連葛霧謙軍場[醜1聯…綺…………=1吉野先生 :

1因暴口係番定できず

“謄
未属女5.sヶ月 多雇骨インフルエンザワクチ7:ζ≠編講ふ籍鶴諧蹴魂馳錯 熊途走神経ミ射 非笙二

t血研   回復  1国 暴園慄不明

0中村先車 :

饉管送走神経反射の可能性が高いと思われます

因累日篠不明  2ま ;考亀昇ラキシー機饉状と思われる.
0吉野先生 t

因阜関係不鶴`饉理直後であれば血管蓋走神経反対の可能Ftが高いと思います.

s: roK gtl

ワクチン擁■
'■
同後、他人の動をいしりだしたり、昴

産を綺逮えるなどの異常行動が出現 ウクチン絆瑾
聖日、前日のことは覚えているようだがあいまい 毬
もかみ合わず 寺間や場所●の見当籠は録たれて
おり、撮血 血ガス、5cT、 l・ IRI■常なしてその後 夜 異常行動

間になると住状t化する傾向あリ クエチ
'ビ
ンフマ

ル酸

`検
与により綸々によ書 ワクチン接='2日 後

帰宅試験を行い 問題0し
'ク
チン棲
'13日
晨 ,

壼豪 :=と経過観察にて、興宮行IIは 経快、

重島

0中村先生 (

住状や様査結果などのi,■ 不足て 8r饉困難です 投与直後てもあリスOCAlな どのげ掟性は低いと思います
0三●発生 :

因婁関係不明  その他のヽ炎、■童の,^報がまつたくなく絆椰不鮨.「その他」とまワクチンと口保ないとの意壕かどうかも分からない.AD田 は崎目的
に否定できる
0古野先生 i

‐ヽ 炎ないしヽ 建なのか情報不足で評

「

験しいてすが l■ 11後 1詩間と短いものの、因彙関係百定できないと思います。

0中村発生
`

辞細情報が不明です0て 諄■国雌といたします、GBSは 否定的てす
0生 中発生‐
憤●不足
0吉野先生
因婁関係不明

睡屁盤T95 `0代 男性 短■間に住状改善 奮Pまい場足」f‐叢軍8:許
ト

回復  1萬 颯不足
'^籠

不足



年r tt nt糸 ■の餞こE   経6       劃反喀
`  

■
P]_lfII_■ 1___I11_4響 1値_    _t爾のみ _ _ ___     __ Z色欝

競と馴家のこ見

“ 程
議
'お
男
1曖 2ケ月

つクチン棲■笙日 39C台の発卜が出現 |サい●ん

が出現し1■購綺薔 Iltiとなり 輌建後も
=ヽ
:,雷

がl・・電 インフルエンザも走と診断 その後、こヽレ
ベル低下 インフルエンザ迅逹検■‐rA型 賜性 誕減及

星」111こ露ξ橿』瀕留:11じ計」棄鷺
彰
卜の他のヽ■ヽ住

lF.仕

=●
■、ステロイドハルス、γ

'Clプ

リン投与を

=t―
寺的に不隆

=還
毬が出現にて 抗てんか人′

=投
与 そのtt不睦Ol・1働は

'自

矢 経過良好|こ
で ワクテンに■力:力月後、せ院

電告Eの コメント
感やしたインフルエン

務撃j籍持13と革't 霊詈円姜 ttい

弩快  困早目篠不明   因早閂蕉不明

0●村先生
投与からの■間が燿tヽょうに思いますが 畷●饉もなく,,燎に起こつているいことからロニ爾篠は香定できないとします。
O竺■■■
インフルエンチA■嬌性で インフルエンザ:二ょる●状 ワクテンとユ員|●nFt
O吉軒先生
ハ
=イ
ンフルエンザ臨性でしたので ワクチンのヨ長●というよリインフルエンザ●住と考えられます しかしにのインフルエンザFt状●さ

そうなめて コ晨tも完全に
=否
定しきれないと恩われます

3' 101ヽ 男性

,6 ●0代 女性

墓発う議し理fa篠筆1織∴ ;酎「・ C社嘘ヽ
::=日 遺院                 |

心,場■・ 高血■ 高お血 ,ク チン1● :l● 歩行 :0雪 気がせくなる0し めま
tl!月 中～

=ま
で6労 い い 食V饉下 反ながこい 罐11ヽ 日後に少し口

` 
神経:'雷 歩行:0雷

労あり          し ヽ出 1妻 :158後 夜まで1こだいぶ回

`し

受し

0中村発生
奎身住漱の一つとして因旱口年百定てきないと考え吉●

到反落として否掟て■反■として晉定て0生中発生
きない      きない      棲 ;:後 4■ PIn目 の発ヽで 因ユ田任 ま薔定てきない

0吉野発生
囚彙開條否マてきず

千● 願 回`

弩言
エ

誓

輌
,,子 二 口畢rFt係 不明

奎身皇Iの一つとして国畢闘保百足てきないと考えます 結星から●ハD口
"工
晉定的です.

囚,円 F不疇   8織 また事_夕なく ■人の訴えの■ ■受鎮しもあり l「饉不籠
0吉 F7生
=因

'図
燎不朝 糧:ItL複てあれ,ft｀らいう合併奎ある0て 発作に興拍 あらいましtiの 合併のす能性もあると9います。

"緩
R・・・ 5● 3ヶ月 鷲浩性てんかん つ

'チ
ント■i資3''Cの 発ヽ 下法にひくつき :,い

●ん増
=と
“

断 :iar  =悽 口

'ri饉
不明

0■ 村先生
発黙は全身生サと考えられます 民住に鷲治じてんなんがあるとのこと、発黙によ1晏●が毬発された可lt性 があり■■.

醐 HF不鯛
♀F質脇 手などの記になく 諄饉不能 r='Cが ぁ吹 ぃ ん因早関mmせ 翡断すこ

0吉 野発生
囚旱口

“

晉定できず

率ワクチン1':I:ヶ 月前 季節性インフルエンチワク
チン1=11■ワクテン控::翌
日 嘔曖 下衝 3'SCの発黙が出現 ワクテン積:'

多発lt=化 生 フレドニゾC1 2日 後 下Fl回 書 嘔気あリ ワクテン腱
'13日
住 右

ン5ng du、 こで治々や 60回
`,31病

ち上墳のしびれが出現 電気なし ワクテン
建笙の再発あり 再下崚  lt“ 0日 後 寄上崚■力 上・t■ ■彗 職が出現 ワ
度にあり ,IE'1佳     クテンll:口曰tt入院 I.lRHtて騒電に競たな衝壼

T2増菫口に を2め 多発崚豪化拿再発の■いに
て ステロイドハルス■法3クールをt行しを上崚膚
ユ|よ 0み ワクチン澪::'ケ月後、4● Ftて 退院

0人院先構当E●
ワクチン接

'1と
の●早

rln「は|ま とヽ ど因早

田篠ないと考えるが

つクテレ棲i=が 斬視
■■焦ι tttの きっ
かすになつた可能性も
考えられるた0因 早
目(不 銹 と,晰 してtヽ

発ヽ日体が再

刊
曖

|

l∝  50代 女 l●
`発
性重{じ

'そ
のに0

11経 :0薔 再発

0中 ●発生
投,との崎同的関

“

から再発を弓き餞こした可ltFtは 晉定できません しかしながら 投与この発黙か
^ら
れており

を
=lき
起こすこともまれにあり

=す
ので 因畢蘭ほ不嗅といたします

0坐 や先生―中……………胤砥由∃
とはできない

O吉野発生
本輌 ま80回も再発いヽまであつたことから 自体の再,かもしヽませんが ,
す

,い  '0代 賜L

,L'Tf plDi6*TitJraa I

G#j#$;.i'i'{r_, I i,l;'.r,:.i:a :;ri,lf ni 
"T,,",-T,l 

nd, 
=,,t.-*'."..'"",,-.".ttfr:6u$or:$^R

接:予住2■ ran■日のことて「ふらつき撃」だけて 囚星回rtlユ認められない

0や ●先生
国畢関年不銅   口皇円Ft不 朝   ら、らつきのみであり諄18不 明です

0吉 野発生
機:1直 後のヽらつきて 免螢晨●を介したADEI・など1ま考えにくく 血管選走神経哀

'そ
の他のF国 を考えます。おそ・_く因旱関篠ない

|        と考えます

は
無

一ち



豊晏
非。ツト ,場 ンと目E"との国 Zttξ°と

―
諄円まの,見円o 年Fヒ用 ′10代余属の騒住E

―
―――一――――JJ菫2奎=______

経 過

m2程掟縞男2燿

ウクチン接;=前日 蟻度の咳、鼻水あリ ワクチン篠
弩前 奎熱なく元気あリ ラ書なし 気管実大傾向:■

なりやすいため、資前より気億支拡彊繭を投与‐ラク
チン構■30分 後 翼籍tt｀ことを苺唸し帰宅 ワクテ
シ接II15=周後.急にたり出し,日 つきがおかしかつ

た II‐ 3分倒 その後 落ち着いたが 書鳳より少し
異奮状t発 ヽはなく 入霞.ワ クチン接;1,0時 間
後、入案中 うに起きて泣き出し わ3分間に菫りけ
いrtんが出現`教 3分送.'いれん後も「イヤだイヤ

上気道炎弩度発ヽなし1111を潔奮螢難:議詰『::f議島F
“
t'ン モニア

'6μ =dし
、ぬ珈 0'me dL CT霙 寄

なし インフルエンザ曖ま豪建 クラリス0マ イシン
ッCtブテロール重餞菫、クレマステンフマル醸

=、
チ

ヘヒジンにベンズ壼菫 ヒ‐カルボシステイン処方し得
宅 ワクテン擁

'1霊

B 夕方まては元気あり、霙織
行0なし 同曰薇、熱の上下を曖り返すため.E濠 曖
憫 受おし マイコ

'ラ
ズマ性誌炎にて入院 ワクテン

1桂

`138螢
発熱回復 異常行動なし、けいれんな

し―ワクチン挨:19日 後、マイコプラズマ薔炎軽快

議越 癸黙、,いれん、マ
イき

'ラ
ズマ性市炎

‐葦越、発
熱、けい

・颯鋳 |!1:]ヽ果関係不靭
マ市炎 i

騒優

‐
な1鮮古翠IWi戯電警験編露L昔:魔撃驚t7t催彗驚野電滉踏葉魂覗錯乳t電瑞響縫〔

困靭 僚不鴨  ‐3ま請 議 融 離 から醸 餞離 離 てきない.鰤 も軽いけいれんほ
=状
とし硼 靭 慄は読 できない マイつ ラズマ

1喘炎1ま輌籠不足.症状や時間的口係からAOEMは香定できる

9議 にょる雄 だつ輌 雛 ありますが、マイコブうズマも韻 陣 炎e螢します とちらが順 かは不明です

103 :0代 男愴 喘息 ■敏饉 左上技薔重

●告Eのコメント
ワクチンの優先機;1

枠ではなかつたので、
おそらく工建察こはな
いとのこと.
長はや饉
'の
ほ住篠

まない

ギランパレーたついて
は可能性|まほとんど
ないと考えている.

饉重が左右ヽ棒性マ
!まなく 70‐薇が必要な
い壼扶て短期間に回
●したため
遺院後も住悛はない

ウクチン擦;1翌 日、1■同日の授案■ 左上技猥ミ
が出現.受診.注射諮は皮摩あり

意籠綺明 .を 上撻援菫、な上咬場力やや低下あり

他の輌確な神経学的異常なし.■部撃,CT黎 椰●

“
"RIこ
て明らかな霙驚所見認めず 経過観察入

院 ワクチン様々 日後、猥漱 |まほlg‐着失.ワ クチン

棲■38,猥 蠍消失 ワクテン接■●日後、喘波捜
贅を
=行
し、明らかな霙官を2めなかつたことから退

院

`し

証研
1商報不足

'萬

電不足

osHriE'
I*olisitgr:fi nrb:f:on.!'it., ntTs<6tG*TB!L*?.
O:i!F*E
Fr6i.oC Eil**otet*Ll:Ettttt6E'€*rjl\. aDEl'llt6lt. *|aid€{. e*fi I'r'66Et€6
o89*r
E*EtF6E<*f

rs 50K gtt

ワクチン饉=0前 体潟365C軽 通 ,ワクチン接;13日
後 口が自がつていると指摘さ●・る 右側末輌性

'1

理:驚 雷 穏
興 露 驀 緩 籠 譲 量F東

鋼性薇面絆経康碑

て治薇中 以後 受診さttttヽ ないため、回復のよ

態は不明

0中 村発生
螢面神経簾黛0みであれ1`、 爆発的に起こつた可籠Ftが高いと思います .

0埜 中先生 :

情薔不足て辞薇てきない、国黒餞係 |よなさそう ADEMま壼よ、著間経過から香定的
0薔 Fr発生‐
因果目條不鴫 .この報告てよ、ただOBel摩 痺、ないしラクナ棲塞かもしr.ま せん

奎鶯  隻籠:
不明:協

力得られ |,湾颯不足
ず|

崎薇不足

Ю5遥藤属男■0ケ月

ワクチン擦■1寺勝復 発ヽが出現、■検 下崚部に
しびれが出現.,クチン経セ Eま でしびれは|■餞
じ.ワ クテンle■ 3日まで■狡しびれは経織.目 日ま
で発葉もII崚 ワクテンll■ IF8日 後に′■じびれ!よ■ 絆な 0雷 ・1襲素熱、″
矢 その間、運動障害が出現し、ウクチン罐;12日 後 "●
に孝華修が出現.その後次第に0自体|ま泊炎

颯告医のコメント

=床
検書は行つてtヽ

震よ慮整額鷲非飢
床経過からギランバ

レーの可能性はない

晨悪倉  回篠

1   8糧 霊薔たちぃ。ょぉ EaてもありCBЫま薔動 です 動 諄tの記■も関 相 ですので機 轄 爺 薇不足とします.螢
‐班、発黙 澪菫疹については 因果曖係は香tてきません

`

型詈 ょ
¬ま否

翼

Tれ
て杏定

:3麟
出鶴

=ttt■

よ 習麟 翼 二
むい｀また運動苺雷も内容のE鷲加Ж評価てきい ADEVは等日暁 績

0苦野発生 :

AD=絲が発産した可能FE It否 定できないと思います

ЮS程妹蒸男
無 ,運動発達が選

=気
鰈て

1晨 Sヶ月  あつた印象あり Shum●
=babyの疑い

ワクテン倭=18日後 左
下螢を

“

がる仕車あり 歩こ

うとしない 疼書があるほ子 ワクチン接■9日 後、■
蟻3く 、歩こうとも奎ろうともせず、整形外幣受お.■
見上並びにレントケンにて持に■

'な
し、ワクチン様

il〔 0日後、■燎よく坐るようになりいざり遺いま
Cウクチン接j113日 悽 立て菫可能となるが、な下
崚は力が入つていない状態 ワクテン罐;115日 後  歩行不IF
独座可能となる.ワクチン接=1'7日後、医療曖目受
F.■反射`■ I AD6Mまたはギランパレー痣候肇
疑い、紹介入院 ワクチン棲■13日後、C菫 ,、 CPК
贅濠、l.IR:● に異常厖めず ギランパレー壼候絆|ま
否定的でAD印を示崚する予見もなく、こ錠し経過捩

'と

なる ワクテン,電 30日 後、4快

工競 鯨 轟
ξttξ躍お11:硼難禁郵設盤Ъ鶴酬馬彗[輩 1ち錮身械癬認息磐露だだ壌
|た検薔籍彙からも香定的です 住傷の年Fが小さく、辞細な情報は不哺ですので国果関係不明といたします .

医睾関係本調  臨果関係不銅
  寝義窯貴象,べて正常であるので、ギランパレー篠候群t否定的.AD酬 の可能性もない 原因がわからず、書●はてきなtヽ ただ、崎

""口
係から、ウクチン接■との目達撻はあるかもしれない

10吉野発生 l

国彙瞑係否案てきないと思われます
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四 彙

10' うo“ 雰L

Ю8遇凛キ洒女颯

=う
つ颯lt対して抗精神病

=に
てる,o中 高CPK血住
肝薇能:0=■円節痛 下
■11度 lC編

壼身境肉瘍
～
カ

神経!'■

|

1・  驚鷲言

|

ワクチン藤::前 ●
=360C'ク

チンを■翌日 奎
身携ヽ病 ■力が出現 夕行日ヽにて幸院し ●_演
輛介入院 cPК

'360!U L ASTt,3,u LL At了

チン,=■ 11日 依 回復

回 α 口早rtn彙不明   因星田 F・不疇

=薔
桟与役の,aて ありう

"■
,ど 0主 身彙状と撃われますか CPKの■,1● (高 tて 0つ

`し

いと,われますので 因旱側係不明としました
0鷲 中先
=ワクチンlt:1後に,■ CК

'360て
咲状,こ 彗住の可能性大 向 |・I゛

=を
風用していうので

0吉 F7先 生

'ス

織寄
=ヽ
壼のようです

'ヽ
内凰いてすのて こ●らが目熙している可能性がありますか

え●オ

■■
=身
症まの身としてよいか■翫が

な性住IFな の可能性も致
=|｀

.

|       |

ワクチン|を ;:15分 後 近くの●.のが追くに見え 手11
季節liイ ンフルエンザワクチ hを

'|つ

ている0兌が蠍分同持崚 案瞭にま持って
ン1=:I棲 :`晨 変化なし  いない 全身の振雄主現 ,■はない |1経学的檎

立などは案宅せず

■■●詔
|   |

1^颯不足

0●樹先生
|●経壼状として 鋭明しがたい篠状て

「

饉不能です
0三中発生

=人
の訴えのみて宮観的所見がな〈 lil爾不足 ムDEllま薔定できる
0さ F・発生
困隼匈薔不明 直ttなのでき走神経壼緊薇かもしれません

109 50代 3憾

1ln roK.IE

つクチン接11日 の夜に,行日
"が
出51●段 ま自カ

吉nIIt'心 徒 慣性気 歩行可能 トイレにも行けない位●t`が
"く

タ
,実 炎          食も食べれなかつた また ●が上がらず、,力饉下
身体の状●は ユf・嘔

`程
度 あり

「

鷹はなかつた ,クテンle■ 2■ m後 にま回
●

他
'ι
■の可籠性の

有= 2■
        |

電
前蟻・・   |
:占「覇:買`
:ギま言:111カ魔

壼●●●● ■力
 籍 :電蔦韓

キ子Ⅲ
雛

端 のIc ttに つしヽ■
罐■日|ヽ ら●2週 ma

明 豪
"し
た
=,1｀ら「

=e回
●した」

と籠告■■|そのま
ま記エ

|

|

,1鸞 不 定

凛晨tとしてま晉
定できない ギラン G3S ADEHと して
バレーi候

=ま
香 否定て,ない

定できない

0■ ヽ先生
全身症tlとして●●_■と青えます GBSま 薔定的です。
0埜中発生
歩行国●がラ性が|1経 原

"か
も潮露て●ない また 経壼の

“

llもなく諄洒てき・・い。
0言野発生
因 旱鶴長不嗚

言薇匡‐平成‖年頃 先●
●率は明らかなものはなし

i:寝 1百111氏 :[奎 豆1:瓦 頭 卜:‖
出現 つクテン臓;020日 螢より 再下崚場力低下 エ
面場笏力饉下 上口書の場力低下 便秘 颯下田段
が出現 ワクテレ餘;12`日 悽 入院 取

“

MRlで は興

奮はなし ■濠検l‐rては■該●ヽ戦4・nm ■液エ
自t'2、 、OL贅液■33、 R`L玉 3椰竜撃

“

が場

窪:りを芳景劣膚!晨毬ザこ
=課
ξr暑・ランパレー壼候=  =嬌変更36

われた 神経伝澪検l‐fにて ■lt性 のホリユニーロ
ハテー指摘 ワクチン罐;12:日 後 γ―グ●プリン点
綺を開始 ワクチンleI131日 後 ちヵ改譲 つクテン

織
`:33日

t■ リハビリ開始 l■兌:'雪 とこ傾向 ワク
チレ:=;:35日 使 歩行姜歩行可能 ウクテンllirts'

0中ヽ先生
GBSま 否定できず、国睾関係 ま否定できないとします
0笙■先生
条床症状 IAF所見からワクテンによる03Sと 翡断する
O古野発生
ワクテレ接;I後 のギランパレー住城麟として良いてす 口星薇黒香定てきません まとんどヽり .

:讐讐琴1獲■壁
=IL__ _ 

二__1_二 __上 _
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1●  30代 女性

本ワクチン罐;二 :ヶ月以内前、Bヨ肝炎ワクチン給
■‐
=ワ
クチン楼;I直後、前南部発務 口護内しび 尋薫,r●6、 神経

'言れが出現 フレドニプロン投与 入院にて経過観察  `口菫内のしl■れじ |
ワクチン棲;1壼 日 皇状経快にて退院

重属 驚 。α

0■村発生
●康庁の出現時議と検与との日彙からは じびれ0も含めアレルギーミ喀として出現したものと考えます.

そヒ1[1:冒最計
し
そヒ

`ヒ

1:ξ思Fれ:菫 ,構菫… …
因彙目係不哺 ワクチン楼疑後比較的早期に壼状が出現しており 蒸走神経過緊薇のように思えますが、

“

Rl状査て翼常がみられれば

ADE‖かもしれません

Sgii{oga*nrurllF6'n'itmn(l::TL\6ct. t 7t>ofi-tl: }-47 r,v +-Ef- LL<ligt\LElbhel- Lutr
,:E Lt 1". 7l/ lL+-€tl: *ti2t:to tt i*!-.

:'2 ■0代 男性

=ワ
クチン棲

`12日
前 孝鮨性インフルエンザワクテ

|ンを控
'1つ
クチン接摯 日後、しいた十を,す ワク

食梅アレルギーしtヽた
' 17彗輩:亀鑽雪窒製 よf雛 ,レ

けいれん、●壕庫痺
ブレドニプロンナトリウム ベタメタゾン、0-マレイン螢
クロルフェニラミン投与にて比

=的
重●力ヽこ回復

非壺嵐庶 l^報不足 熙相  月∬:場晶ξ慧 駄署i織磁款告麓電非τ蛾しびれJだけで級悧こついて∝彗お
い●
^藤
足諄●でを

めて低い

0吉野先生 ,

国彙曖係不甥 ワクテン棲■後比車的早鶏に住よが出現しており、産たII経過緊薇のように3えますが MRI検 査て異常がみられれば

ADEMかもしれません

:'3 50代 女性
本ワクチン桂=1詢80分 後、商下咳のしびれが出現 3百下まの場痛

"力
し0

詩同|ユど安い獄床した後、しびれは軽減     れ 非重露 鰤 齢

0中村発生
1投与後すぐの0,て、すぐ!ミ改善しておりますのでCeSは 百定的です

国暴園鰈不魂  困葉口係不明  9需 窮査蓋お神経住状からADむは百定でをる.神経燎雷に腐しては情籠不足である。
0吉野発生 :

因具関係不明.迷走神経過素彊の可能性を考えます

lrl roR.iti

ワクテン経:1奎 日、336cの 発黙.悪黎が出現 その
後、全身裕g感 、リカ豊状 全身筋肉痛 後顧都～
後頚部痛が出現 ワクテン接政 曰螢、380・ Cの 発

黙 手足末輌のしびれ こわばり 百上まの

'力
が

出現 ワクチン接;13日 後、ら、らつ青 歩行時に足を
ひきずる住まが出現,■力感は継崚.表置の着摯不

可能`ウ クチン経■
4B後、体温は8'0～ 375℃ 壼

状はやや軽減 不議が出現 `ワ クチン接115El後 体

君3'C、 再び壼状増遷`精編苺雷、歩行苺雪が出

現`簿麟
R:矮 桂 震tX換 絵薔:こで翼奮なし.再下

,孵轟f撃罐 馨 :   等 1驚雛
警

お筆はな
`7な`5と

正奮範囲内 m薇検書にて ウイ
ルスを含め壇惟.菫薇曖まにて罐竜致173m,3
曇自22nt=dし 東綺神経苺雷 多ヽ発FtニューCIバ

シー‐と診断 ワクチン接■6日 後、キヽ1■晨る.t状
:よ経続 `ワクテン

l●■88後 蓼饉穿豪を実
=か
ら

うして歩ヽ可能 鸞
=螢
自の増加はなく、賢ε性 1まな

いと診断され、ビタミンn確薬 ワクテン糧瑾 15日 篠
奎状は0や軽減、ワクテン澪理30日 後 壼よ錢滅
全身俗怠懇 ■力が出現 ワクチン控■3'EI住、回

復

非纂各 1崚研会

笙篤  ド
"lA

困星魔係不明

10■ 村先生 i

l末格神経苺雷については 神経根諄雪の議奥が正しい0かどうか不覇です、ll'1後翌日の発建てもあり、G8Sま 否定的です
0埜■発生 :

因果薗保不露   →目的経4と F_濠 所見から1ま Cesは 苔定でをる.しかし、GBS類 似の末精神経諄官があつたことは否定てきない
10吉野発生 i

l寺目的には少し早いてすが、画像、電気生重て確厖されたのであれば、■政蛋自上昇なくともGeSと 考えてし`いでしょう 因暴口係否足

できないと考えます

i15 ,0崚 未洒 女tl● 5ヶ月

本ワクチン終=1い月前に1回目のワ
'チ

ン桂■ 罐

ヽtt、 幕藤らが出現し、受診 本ワクチン擦■後タ

方より 元気がなく 39cの 発熱が出現 .ワクチン棲
弩5自後ヽ体E`Otが継繊.インフルエンザウイルス
躊易迅速検音ては、ハ肇嗜性 ひくつきま消矢 咳

初 l夕帰悪李毅努発輩麿
マ熟

= 
を奎与`W8CS●00 μL CnP38m=0し、

9mF dL■ 都X餘では異常なし解熱せず、通院加
薇●である

かゼの初期!1ワ クテ
ンを綸
'Iし
た可能性、

あるtヽ ま
(黙 まアレルギー性で
1よないと思われるが

ワクチン!回目控
'1復に辱庫●が出現、他 非菫颯

嬢て浩痰していること
から
ワクチンに含まttるウ

イルス成分に反応じ

て、高黙がでたのでは |

全身壼状の発黙と 1全身住状の発ヽと

して香定できない  して否定できない艶瓢I  未回復

O■村先生 :

全身佳状としての発熱でよいと思います

0曇中先生 i

アナフイラキシーは全状類似の反t.困皇篠係は否定できない.ADEIIは 否定できる
0古野発生〔
困果関係否定できないと考えます

喘息
明

‐ホワクチン接=||● 30分後 発熱|まなし 黙感
、ヽらつ

きが出現し 受お 栞院鋳、ヽ 感は清矢.浮道佳めま‐臀攣篭絆師
1撃in:野譜奏:E冒舞峰亀ξξl雛鷺鷺めまい
壼状はミ快するも、消失せず ワクチン糧■2g螢凛
び3日後 受診し、点商.その後、弩快‐

診断に至る桂書に慣

■の群●は肇鬱てき 非重焉
ず

●研会  1弩快  因皐晨係不明

0中‖発生 i

lうまいの原因が不畷のため辞輌田菫です 何らかの検憲 {CT MRlミ ユ格的揆甍
'の
機桑が必要です ADEN11ま否定的です

因旱口蕉不甥  ?房 t詰 搾用."果臨 ●替足てきない.AD部 は香定てきる.
0吉野発生‐
因異腱僕不明
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女性 稼定ⅢOi詢■ 瞥ギ星駐ば懲鵬 1鶴
`境

露i
tu「 曰 様血を実t

=1晨
疼
` =足

1高● :露 '‐
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C'ド 呼型嗜興

't
炎fiF_嗜 の■あ |―

,肉ヽ 31εきの
'ヽ
 ■のアレル■―菫嗜 |卜■,
と考えヽ
～
力● ●

位|ヽ らの病みまない
のでGBSで ●ない

電ご
= 不聡   コュm薇 不明

|

O■
"先
生

奎身底状として考えてよいと思います.

口
=間
い 明 8員 嵩産崇蒻 ゎ E‖籍 ま きる

0吉 F7発 生
因黎碑年不瞬

‖8ピ彙未れ女
`は
9ヶ月

ツクチン終::里 日 発■1(出現 ワクテン
'=;子

3曰

使 :=吐 下粛あり近医にて加1藪するも
'黙
せず

嬌凛]腐 あリワクテレ,=:|!'日螢 当々にR3介 ワ

クチン絆■2'曰 螢 入察 自血球
`010 mηCRP:こ "=dL発 ヽ以外の生状なく原因となる●

ι:寺定されないため抗生罰点満の■にて経d城

“
'ク
チン掟;11ケ月後 ヽらつなが出現 記反nt売
遣 ●七破こ性モ,電炎が出現 ウクチン機■6邊
1ll■ ttコ部病が出現 ■■総抱菫

"3∞

仁 mm
に上‖ ,●RIイ :暉経■にてムoE14とぉ断 ステ0イド
ハルス腑始し 翌日には

“

黙 ワクチン

"::●

■日螢
ADEl.llメ 回
`自
由球致7,SO‐ m CRP0 3mi`L

以下 ワクテン撮;卜 5日 住 l・ lRI口は■もまこあり

'ク
チン

't'1■
'日
役 遣咤予定 入菫加A中

■性
',こ
Fttア:■ ,

■晨てとして吉定て
きない AOC'.1の可 OBS■ 0こ llとして
籠Ftを 苔定てきな 薔定できヽ い

|ヒ

`ユ

:|

O■●発生
teヽ 類の上rもあリステ●イドの民

`lt,と
からはADEl.lと わ讚せざらをえないように考えます l.IRI結 星はAOE‖ 二合致するもので

あつたのか この詩点であれば 日豫上興奮が出てもよいと思います tヽかがでしょうか。
0=■先生
三床経● g体所見もあり ADEMと診断てきる 国

=関
係は百定できない

0さ●7先生
因早隣係薔定てきないと考えます

1" _01ヽ 女性

冨…:鼈翻揚

ワクチンに
':3■
間t● ●唇層日がまれて しごれが

生じ ●唇日日のを,が に くヽなった 1,襲■所は
赤く|:れ 黙をltっ ている 17声 ヽが生している [

`十 "く

ため .サクシツン:主お ЮO‐d′ イ`アル、三カ
ネォミノフアーゲンシー●

=そ
の悽 CI移 ヘルヘス

=し
たため アストリックトライシロソフ処方 I=::当
日も
‐
4作用生したttも ttヽ ま全く体まず 崚けてい

ワクチレle■詢 体
=363Cワ

クチン腰:12日 後
姉気,1■ 3崚権圧迫骨析 左上ヽの庫年にて力がはいらずもの●lつかめない
の旺こあり

=12均
t霞追 左Ⅲ■|●経鷹区が,現 ワクチン11:16日 後 ヤ影

,折 手咸21年 10月 16日 発 外 ,1を 受診 ワクチンに;子 1● 0曇、,電国おマにて
篠 お薇●であり

'行
にユ 寄力低下と診断 ワクチンll=:3● B後 メコバラミン

tt使 用 にてる:●中    を処方 な手術の思議可 ●菫不可を菫2ワ クチ
ン接1::∞日tl左

`骨
神経薫
=は
、ま回燎

121 60● 男性
'|■
|1経 道■奮

“
ぼ〕

素回復 国畢開任不明   四旱倒籠不萌

|

非予二需憲■13凛

発黙 吉CК血饉

1         0■ 村先
=

Ztえ千Tttt Zll174理 臨 菫
シ~・It状 てよい綱 います 醸 rxlr 3bV定できない.

7t).t+2-+ttirJ.fiaaE4. 因彙目係は否定てきない AD=II● 薔定てきる
0さ野発生
囚果回薇不萌

発ヽ |(き つ0ヽ サてヽ

緊縣東進 高CК ttF.

を

“

●
=経
過ち`3で

きた
発it t‐ 練因 ま 喘

^●の言らかの事至に

よるものと考えて|｀

て 庫因の

'キ

定 までき

|  |
口睾口焦不明

ヽ鑽奎

O■村発生
発卜の環口 |よ率詢によるものかどうか不哺です 高CК嵐建 :ま発黙に●うものとも考えられます GBS ADEl.Iは 薔定的です

醸 閂F不明 織 考えられず てい ●奎僧 こあ 言CK血住とに定します
O吉野発生
口卑閥彙否定できず

そのた0今 回ヽウク ェ鷹
チン||:'こ よつて発黙

したと考え 奎黙につ

いて工因皐回籠ら1と

その薇の,X委
=CКO■ まし者さんの

原●こ|こ ようものと考
えていう

言Cκ壼■0'四 |ま不
明であら

颯告者のコメント

GBSttい こつし`■
= r●

薔定

0●村発生
逍
"検
FF所 見からもつい■神経疇

`て
よいと考えます ただし 検与郎位がな■|てヽれば、投与手枝による神経捜ヽだつた可籠性も

ヽります
0三■先生
場t口からは

'|■
神経のI●索爽じてある つクチンにょって●神経

`'Eが
起こることは,えにくいが 積12的に香定もてきない.38S

Oヨ野先生
やせている方に̀ `ふJoで ^●

paら ,が生しやすいというヽ はあまり団いたことありません.まして皮下,=丼 てすので.



経 過 璽反応名 ”回
分

瘍一椰韓
帰饉

一お
澪

車門家の
=更

'22 '0代
女Ft

ハウスダストにアレルギーあ

ワクチン接■●B後、三森、電気、電黙を鬱めるも同
日経り、ワクテン糠:16日 後、再

'手
指の動をが●

く、筋力低下および 感贅異常が2められる ワクチ
ン綸憂 7日晨、住よ餞続!三て 受診 上茂の,力 F. ‐

下、しびれ薔、露部■晨摯の低下が認めら●・ 鶴書
目的にて入院 頭細 R"こで異常なし 驚薇検査て
よ編咆強は■常ながらも 軽度の蛋自増加 |1籍 伝
尋速度では な右豊、尺,神経で二摯fLを鬱めた  イランバレー●磯諄
ワクチン接

`19日
後 場力低下、手持の勁きの崎さま

やや政薔し、進行性てないことから、ワクチン栓ヽ 13

日後より、外来フ十日― ウクチン接
=1`日
後 下ま

のしびltが 出現 ワクテレ揆

"158螢
下ます力颯

下 歩行は可能 ワクテレ棲=li6日 壼 入峡`鍵憲検
畜ては二度の蛋自上昇 網竜敷は1達位 ワクチン

絵種
'3日
よりγグClプ リン漆注閥鮨

キ奎屁 辮 珠酸
ヨ反応として否定で‐

きない―ギランパ tCDs AO鰤として
レー産機群を香定

‐
否定できない

てきない

O■村発生 :

タン′ヽクの実際の連 神経伝尋検書の諄網や グ白プリン濠法後の経過などt吉報は必要ですが、経過などからはGBSを否定できないと

思います .
0埜や先生 :

ワクテン擦疑後6日 日から■鎮 ,● 6日 から下崚0筋力饉下が実ている.霙
=タ
ンア`クの健がないが、G8Sの 可能性は否定できない

0吉野発生 i

因黒関係香定できず 上餃場力低下が改善してから下菫筋力低下が出現するというのは、珍しい経過です .

123 50代 女性
リウマチでお壊中`栞疹アレ

'ク
チン接疑20B後 を饉面薫饉ガ出現.■神経外

ルギー|プシラミン サラブス 14に てllRI検薔するも興富なし、べ′しF痺とお断し,を 3員面I●経巌露
ルフアビリジン       レドニソロン検与

非重屁椒 医黎鐘颯不明

0中村先生 ,

‐猥面神経磨痒であれば 儡発的なものと思われます、

10奎中発生 :

国晏目篠不明   "田 で霙奮なく 猥面神経籠痺のみ AOEAliま否定的て、ラクチンとの困果口係はない
0吉軒発生 :

因果目礫香定雄 ず.E原輌を合併している0者さんは三神経摩痺を生じることしFしばあるので 図節リウマチとの目條かもしれませ

|

12●  30代 女性

主治自のコメント

点滴僕仕事に復婦て

きておりその後の痣 非笙菫
状●鯨えがないので、
GBSiよ否定している

仕事中に一→的に
=ヽ
消失じ 立ヽ■メるも 、ヽらつ

きあり E薇磯目に受診`体名363C、 全身い阜 食
欲不振、咳 咽黒病あリ ワクテン接

'130分
後、全身

俺怠が出現 日B凛、3ヨ颯 咳が出現し 璽れず
発今 日の売血 |まなし`ワクチン糠

"翌

日、俗憲薔清
失せず 調ミ発赤なし ま下奎部リンハ・I碁なし 竜 強度の■力じ

部異常なして0構数66m、 血圧
'“ 'OmmH“

こ資

綺明 呼鍛■牟、欧都平理柔らかい、発疹なし―目や
0え血あリ ワクテン接■1=よ るヨ作用と考え 嬌
血、メテル

'レ
ドニツ●ンコハク彗エステルナトリウム

など投与.神経伝達検薔 贅薇検書はしていない

よ3晉   回復

0や村発生 :

この情報では
=状
の議間的経過が不目てす ワクテン後の全身俗怠感は 全身黛状と考えます

国旱薇僚不明 因早関係不明 9鶴 前か綱 機の住が あ吹 優果離 は2め られない
0吉野発生 ,

国果関係不壌 `ワ クチン接・I前から始まつてt｀た0冒壼快が薇いた症状のように思えます

!25 toit.9E
撻尿■l_対 しインスリンカ濠
● 1壺靖交0おしく、しばしま
低壼錢発作あり 奮壼 京
精神経諄雪の合併症

テン接理 :■日■ ●■の
～
力が出現 鶴立に,助を

必要とし 歩行不鮨`ワ クチン接瑾 '0日
後、静権内4

受診 意鷺鮮明 肛l■ l",00mmHg、 心格敷
'01分 験案亀れ度100%体 温365C銀 球道勁10雷

崚複
=■
不同
`右

47r n、 をい ■
'あ
り`対光反射あ

り,その地ヽ神経康庫なし.E=場 力は●E度 握カ
i“

"姜
11'騨 四験 凝絆失霊あり 神経伝達検

書にて 睡青袢経 摯骨神経のこ動神経伝尋速度
が低下 F壼出域準10～ ,|・b着諄延長、正中神経
の運動神経伝導建度は瑳度の低下 F波 出現豪
25。 1選 詩電長 上下崚共 匈覚神経伝尋速度1よ曖
発されず フィッシャー全候彗 ギランバレー壼候群と
お断 免●グロプリン薇法を目始 ワクチン接■2`B

ギラン
じィIE授置,  |"ふ有 ホ瞳 3E柱道黎L鍵イ:計して

てきない
審̈

0中村発生 :

●_浅検書で重自の上昇がないのは興菫的ではありませんが、亀床経過、末構神経伝尋横査からはFS GBSを 否定できません .

0曇中発生 :

発食時期.建状.検蓄所見からギランパレー住候群(一部■枢神経産状あり、フイッシヤー建候群も
"味
している)と診断で,る

0吉野発生
ワクテン接11後のCeS n訪 .′生候澪で 因果鶴慄百定できないと考えます.

後、篠状は進行性て笏力2～ 35の状し 呼咬磯籠

126 30R男 性
小児より気管性嗜息

―
ステロ

イド曖入薇差中で 安定

ワクチン棲■前後て、■3は力ち着いていた つクチ
シ接II後、

'手

段
=`と
なし ワクチン接II翌 日●俗怠

感のため、臥床 発熱 注射部位の資 (しなし その

後、全身俗憲 再夕 手のしびれ 、ヽるえ●が出現
呼嗜書内穆 神経内Tllな どを癸診 ワクチン撮:13-
1日 後 過暉級が出現.呼曖■籠俊奎て

'ユ

:秒
=の低下あり 菫部CT検査などで1よ、翼粛なし,ワ クチン

接種1,日 後 心拍致120分 の顔子が出現`菫豪墟
園を受じ 住状がしびhのみてF痒め

"こ

こと力■ 絆
鞠な揆ま|ユ実菫していないが、ギうンパレー奮候諄
0可能性は否定、ADEMも薔定的 .ワ クチン擦;12カ
月後も、体笙不良のため休案中‐状薔ては

'松
事の

低下 igE上昇が見られてぃる 舅の体君:ま 34c台

未回復  因星晨係不鋼   日早曖條不明全身薇意 百嬌 手0し び
れ、過呼啜、頻まなど

,卜■颯 晦〕

0●村発生 :

壼状として1ま 心気的なものが多く

'与

との回速性はないようにBいます
0奎■発生‐
検査結果などで、萌らかな篠Cは同定できておらず、■観的所見のみ.AD出 てもイランバレー壼候群でもなく、因彙醸係は認められな

0吉野先生 :

因彙口僕否定できず
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127 30“ 女性

経

　

一
三二:丁夢「モ:丁卜≡

=1鞭
31稲反tと 専円家のO環

|

ワクテン接::5分 以内に0は、手足冷0 しびれう
出現し ,1● 1査 自となる 血圧 ま工奮 ワクテン棲

'I 
財に 手足冷感 じざ●

ヽ 1詩間tt員 赳澪 壌臥のみで回tE

|

|

:.1.ζで生ξ回壺

O■打尭
=血Eま 正常とま記こがあり

=す
が、■走|1経 反対の可能性が高いとeい ます

饉旱鵬l‐不鴫  9舞 シ_構
=状
.,の
~4作
用 囚早隣 F■●香掟てきない ADユ l GBSは薔定できる

0富 F7発 生
壼走神経週緊張と考え

=す

128 60R女 性 ]`爾l鶴 :奪醤蟄吾覆が蘇な■■力

l節

t状 す11■ 化壺尋   E償 口晏闇任不朝

O中村先生
をヽの痛おょ場所

"ttの
のようですので、ワクテンとの関連1よ晉定的てはないかと思います.CBS`薔定的です。

瞬 蔭F^畷  8羞 案査憲|ぁるが ■樹mい ら差 日ま醇 関係幣 定てお い し
'印
鰐
=ま
とんあ い。ADE祗 0日 ,ま 否定でき&

oき F7発生
喜rすですので、お目鮨炎だつた可籠麟 〈高いと思います

129 ■0代 女 lt

肉 チーズに対して

'構
アレ ワクテン1'11後 棲;:し たを■に冷嬌 しびれが出

ルキー
=お
アレルギーはな 理 体君373Cワクチン1,1"■ 同笙 建状 まE

じ            ||ワ クテレ|● :I=Bt状は
=快

0中村発生
―寺的なユ位困

`で
あり 0日 Sま薔定

"で
す
'^饉

不足て諄椰田けてす
0生■発生

囚異瞬F不 疇   扶 t籠見もなく こhだけの
'ら

薇てい因旱関係 よ不鴫

0吉 r7発 生
■r者ですので ま性●しだつた可能F_が 高いと」いますが、●去にも同Iの 嵯状あつたか XP,ど の所見が囚旱rxl悸 の場断の子考
になると思います

C■■先生
局所佳状に伴うものと思われ

=す
GBSは 香定的てす

0生■発生
局所長●として口兵関係あり ADEll GeSま 寺同的 建状から晉定できる
0さ F・先生
因皇口簾薔定できず

ワクテレ嬌
'1翌 =総

鰊■にまに力が入らず ユ位
田0となる 同日夕方 勁けらようになる

ユ●田ヽ ―オ的 ■■F 1島・0 
回
`
凶ユ薗

「

不明

150 201t女 性 左手のしび|.冷 _4 非rtよ龍T 響 暑7:1liして薔ETttfして薔

|  |   |  |

13: 3つく 女li
ウクチンle:I役 |● lo分てしびれが出現 気分不晨
t見られた 血F■ iso埼 nHR"お 間安,蜃  =と
んど着まった

鸞告医のコメント

●BSのう籠F_=香定 |ヽ■■
する

因桑関候不明  因皐円Ft不 鶴El書 のし

'h
機 2▲ 略い

0■村発生
織与直後であり 何らかの関連があるかもしれませんが現状では■定も百定もてきません GBSて !まないとよいます.
0■■発生
口唇のしびれだチであり注li部 してもない 言血圧tあリ ワクテンとの因旱rtnFIは ないと審断する.
0吉野発生
本饉
"よ
J嗅建建候ヽと思わ●・ます 口星目係はおそらくないてしよう

'32 
い1■ 女性

133 30代 女性

ワクテンに
'18日

,■ 39Cの 発ヽが出現 凰謳住扶
ななし ●くつき,"が認めらItた 餞篠 ●

“
=の
 発黙 すいれん

―
"蠅 ―

|

もとtと 2知
't｀

,(
O思 0欧通4く とれて
いなく,ie立 も |
出来 ,い状 tの 方

激 :;:t]鋼こと
=非・

魚

不可 lt

lキ段の検責工fTつ て

翼 讐篭挙
=ま

|

饉 麒:iR]  回G

0■村先生
ウクテン接■後3日 間たってからの発ヽであり因早闘年ま香定的 なお、この■康情■からGBS■ ついて書波するのま不可能です。
0三■■生
ワクチンll:1■ 8日 目のけいれん ADE"との関連が疑われるが 息電

"雪
もないしすくに回0していて 薔定的である.G8sま 住状

からいつて茉綺神経:0=の 所見がなく否定的である 以上からウクテンとの因案関係|まないと

“

断する
0さ F7発 生
ADEl.lの可能性I`薔定てきませんが :曰 て改こしていますので、感llと■水の可能性が高いと思います。

,           報告【のコメント

|

ワクテンに=12日 こ、左下強(■きくつき
「
りが出現 ヽ

■力,があり発:ムが不IJI摯 嬌下や雪が2められ ,い ll●
た 点n鋳方を■t tta観察■

はじいまワクチンを■
のコ●用と思,■ |:
略いヽ饉寒を起こした
可嘔性が,い と考 え

ただし当ι投ま
'■

1‐

・・
宅蟄tJた 0状●0(3
化し,い 限り

',段

の曖
,:ユ案ttないのて
因皐関籠まt4洒 不能

住遺篠
薔上雲
ら力億
下 発:さ ,1紀 不足    '1● 不足
不明摯
自発電
減少

理
四

0中村え
=!^報 不足0ため,饉口肇です

0三中先生
ワクテン編

'I復
2曰 日の1象でADE‖ G,Sは 晉定||て ウクテンとの国卑関薇は2められない.

0吉 F7発 生

=状
からま右■大描t・栞輌

`か
場いの梗軍と思われますが 1すいれんて鮨まるヽ横がは吟しくAOII・lの可能性ないか、

"RIな
どで・ J

=唸
が,まれます

L__
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13●  60代 男性

経過       ヨ反0名   `麟
^颯
 量ダ "卜

~Tl]壬

]I霧
監 3ζ響

反応と―専円家の_■見

ウクチン接:16日 後、鼠轟が出現 .ワクチン絆;17日

後、E壕■回受F.重部強直なして続笙物資、感冒
案を投与 ワクチン接;13日 後 385Cの 発熱が出
現 ヨ病増強 ワクチン接;1'日 後 頭癖増悪を訴
え、楽院`t嗅 炎贅|ヽこて神経内■に紹介 ワクチン
接
=0日
役 入院、呼曖思化にて人工呼崚書装着  ヽ炎

ワクテンle■ 14自 建 けい●んが出現したため攘

"薬織与 ワクチン接:1lヶ月後 人工

“

餃気離■ 陽
E式人ェ呼曖

=に
て観察● 撻戒候董にてむ0嵌

300"・●3多槙球上雰 CT P.lRI検 憲にて異常なし
■漱は異常あり1徐波 I PCRにてEBウ イルス曖性

喘
蜘

属̈

=回
復 聾董■

0●■先生‐
EBウイルスの検出もあり、■炎は本理との国果目係はないものと考えます .

‐0埜中先生‐

口皇関係不明  古響彗整

`ル

ス桂喘炎と診断がついたので、ラクテレとの園田 まない.

1評 野 1:簸 亀 i愈品 跳 轟 誠 3腕 敲 讐重識 聾 轟 億 ξ」韻『 警デl通
常ウ杓レス性騒炎とし」

`

135 '0代 男性

ワクテン接;二
'●

日悽 を下螢のしびれ 痣痛が出現
し、青■から肩へ■i同 崎it、 ち上贅■力が出現 .

ワクチン棲■
'4日
後 受お 月炎饉蕪議付剤処方

ウクテレ降■1'日 後 右上誠楽上国饉ε
`し

にて 苺
1影外11受診 ザルト

'0フ
ェン、チザニジン菫壁室

テブレノン処方 後日 挨ま予定となる.痒書消失経
向 場力低下電t歩 行

'雷
が出裁 .ワ クチン接=1

119日 後 検査目的て受じ まなしの歩行は田鷺 ワ

クテン擦■21日 後、奎影外14的 に症状餞明つかず

調書鍵静経系諄官疑しヽ こて、ヽ 神経外穆に紹介 ギ

]珈 |   ふ 鮮
上豪易力低下進行のため、螢簗

"R"二
て,■授菫否

定した上で、免寝グ●プリン薇法開始 血蔵lA書 にて

ビタミン欠こ否定 ,クチン棲=126曰 後、免疲グ
●ブ

リン燎法終了 絆峰伝尋検書にて複数のtt動神経て

追位潜詩竜長を認める1速度は■奮下覆|.住状は

"療
中に・t行し、薔輛茉機性預面絆経串痺も出観

ワクテン棲="27日 後、奎快改善l・I向 以緯、再然な
し.ワ クチン接黎 0日後.右■技の経度な場力低下
下墳課部寛諄■ 四崚の場賽ヽ 歩行等の弩度ら、ら
つきを認めるまでに改薔

319企案報告1籠ニ
摯 f特 |こなし ・篤 臨 8嘘 ‐T霧瞑麗墨繁洒燿亜t思…帥_ぃ

136 30代 女性
漱 :乳

象 ヱ慇 誰
お
…

郷 現 識

―
嬌

0中村先生‐
臓与直後でもあり 奎奇住状と考えられます.G6Sは薔定的です .
0奎●発生 :

ラクテン接■による一

`性
の長

`と

恩わ●・る.AD押 、CeStょ 否定できる
0吉,先生‐
選走袢経過緊強よSと Bわれます.困果凛篠不嗅 .

非二月
議 c m

全身症状として否 1全身住状として香
定てきない.   1定 てきない

“
,程燎ホ燕女6颯 6カ月

ワクチン絆II奎 日 咳薇

'カ
メ出現 ワクテン擦;I

3日後 上気螢炎にて受じ、カルボシステイン、シプロ
ヘフタジン壇醸壕処方 住峡軽快.ワ クチン構●198
後、下日、電気が出現 ワクテン接■ 10日 螢 轟炎に

て受お 奎鶏苺、塩辞 トクll'ラミド処方 住状はす
ぐに弩快 ワクチン接■ 12B後 、継し方がゆっくりとな 急饉小モ失11
り ,行■のふらつき0の 神経壼状が出現 ワクテ
ン接■ 1`日 後、受お ■波 驚都CT、 血童曖Fにて
異常なし 菫床皇状より3性小ヽ失

=の
お断 憩昴

MRI、 観察目的にて入院

“

R!霙奮なし ウクチン桂
:121日 後、経過観察のみて●状改善にて退院

重篤  :[籠T  
“
螢 IR・報不足 情報不足

0中村先生 t

“

し方がゆつくり,、 歩行寺のふらつきとありますが、小ヽ失鯛と言つていいが不喘てす 各種検螢は■

'な
く、原因は不甥てす 小ヽ

炎の可籠性も考えますが、電減検査はされていますマしょうか.1^颯不足 .

0奎中発生 ,

AD訓 .GBSは 甕床奎状、検査新見から香定できる.ADEAIとすてはいかないが、それに近い状,にミった可能Ftは否定できなし`

♀夏誘窓れ 、も炎の超困病原体としてマイコプラズマなどが知られていますが、これらの難業
=を
否定てきttば ワクチン接■後のS性

小モ矢
=壼
と囀晰してよいと思います.国果関係は香定できない

,33 '0代 女性 毅貴ぱ =の
後遺菫、
督認重電甚11甥進L島1現

慨 翫轟‐・
“
名

0中絆発生
発熱など1よ、臓与後の全身奎状と考えます OBSよ 薔定的です
0奎中発生
主観的なデータのみで,診察所見などがない OBS ADEMは 否定できる
0古野先生 :

織熱と頭冑蓼、豪力感であればたまたま毬冒併発したかもしれませんが、手足のシビレがあったとのことで、神経陣雪が併発した可能性
があります.■反射が先進していたが低下していたか諄門家がみていれば見当ついたかもしれません

非 ,肩
｀研
。  磋晨 情報不足 脩難不足
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既畿●0し 被力こ,

'i,こ

ヵ■ .ヽづ■(●ら 史 こその

「

い,ょ ,● lllな

,ワ クチンll'11カ 月,1 ,, ■1(Jl, I,● こで う1●■■F● ■■,lSt rc,

"イ

ンフ′tエンイ
'ク
テレ|"1 ●'力 ■しべ′1に |ス饉健
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J‐ , さ,の 鑢

'承
`tF■

l'1カ ,1ヽ  ●1■ iヽサ■
`113m計
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=`・
.=」 t itう

``●
し         [:■ =m[ 袢

“

伝■はiてはず:● :`rt,1.7薇 n:■
うヽ 薇
"iblお

:な の■,1■■,た ,漱 0:!:現 力底饉下

tt●下■ヽ颯情■■
"1摯
卜
'こ
て下●
'■
つヽらル

■買■,し ,えは,^“ ま301A PCt,こで,1,ベ ルヘス
ウィルス ●饉itl t,つ イルス 〔らウイルスぶ壇饉

^DE:|こ
して■:ミ角豪たlL:[■ ■1■もござ

に こマイコフラズマ奉じつ嘔奎■の■●●なけれ まワクテレ1妻 :1後 のア,● 報||II炎 と考えられます

●
"(1諄
●チ:=^=う

ζ:ξ
ξ  ・ E感

性被●
=娘
.ワクテレ||:1,菫  '、ワクチシ1,111'口

「
 手ヨ11インフ′tエンザワクテン

在は,薬 籠:= ヮクテンに11'1,li tt,悛 る曖■↑●
=て
,■ ●く,iうとの

クロヒジン バルサルタン シ こで 交● 」工C:,向検,こ で■買,なし ウクテ を電被絆
“

炎
ン′`スタテレ リマツロクトア′| ン|=:1'll` 檀力饉下 16からG]ワ クテンは・176
ファアクス12与 t,十ヨ任ィン 螢 熙:,外 来でしヽ こヽ拓ねこれ 人贅 ワクチン|,1'
フ′しエンサウクテレ

'ヽ

■二よる 1、 月● 11鑽 被力
`T CS tう

がヽ0(■えるFi
まlit腱 なし ●殿にIII Iこ  t・ 生不貪 こ■4腱 Ⅲ

0■村先
=,袢 経英て,t｀ 0,こ oll電 tヽら="断 てき●せ～0=や先
=饉 :1で ,7′ おり0■の(1韓 でま34饉 できない

0吉 野発生
ワ,テレ,11住 う嗅

“

掻

^ttし
た・・ せん●(その前の月 ■

=し
た

"面「
●と一連と考えヽなら 多発電盪化住かもした

=せ
ん

括T 襲燎情跡足 t^薔 不足

:■2 50ヽ 男1■

" `′
力氏下
"■
,こ
`“ `の
Tの えt~●力■T

tiわずti f・ tt■ クテレtR′ 1“ )3ヵ 月よ くよ1ヽ ■■ ,.1, 重 t=

― J

・口こを:逮i嘉 i[:ご::重駒玉i璽鸞 lil
経おもIA IF工 iテに思わ|.ます 下,の■漱ttき そうですし
す 簑

“

■RIや烹ヽ■確t4■
"場
竜口■0再 発●●ユて

0吉 野先生 四兵関F薔定できず

高瓢ILl■ 峡Otこ で・Iヽ
`ワ
,テン1:;11::″ 月Fl ●ヨtt`レ

'ル
エンザワクテレ

ジヒン アスヒリンttt Fア  tら ,1■までのし,tt`出嗅 ワクテンに
'l lf〕

代 t

■―●じ ワクチン|,il● :: `= ウクテレ1,■■
'ま
II tt軟 こせず 受″ 検rF

ルフ/ンリン鍼壇 セラヘフ  カ颯下が!"製 :ス ヨ::,■ なし J譴 :・・「 |こでヽ崚8輌
ターセ tカルボシステイン迅 見すし

'ク
テレ12′ ::|[1螢 ='1面

“`ヽ
 メ証:0■

カ ウクテンlR:lⅢ lヶ 月mこ  Eのしび■ ■下や
`3(出
り 燿崚i,,こでメラン

C■●美=燿凛的なけ饉■ 38Sと考えられます●(7クテン接:ltヽ らは■1調
":1早
すざ
=こ
と そのrにたの主

`テ

●■を贅う毎Etiあ
四星関蕉不明とします

E皐 襴■■明   0生 ●先生
発生■露 t,依 i希■1 13eSこ 診断でき

=0き
'予

彙
=

',テ
レ1● =Ir.ら 発生までの■11よ ゲこ菫 tヽ です

・ l● 睾関薔晉定できません

「
一代 ,lli 11民  電子_  不露 区異曜|●不,

餞 ll Cヤ li人 のヽ■嗅●
=

tt ll丁 費
'懸
贅
'■
:現し 受ど ヽ袢●I■ 11● It

てま■
'●
し ,つ クテンl.■ 160螢 ,い

“““

,
t(■ 政 トワクテレ|ス ::=0[1よ Cよ さいず●し

`,,
クあ■ 0,検 ■ 1で■t・ 18■■たあ  ヽ■

“

●lq

●
=11,■

,本なみ r■ ,|夕してtヽ ら

冨1反 時として ,否

定できない G8
S■ 否足て,●

1`菫

0中 ,■
=塔壼たヽらま =用と

の四颯間Fょ蓄マできませた
G8S ACEllこ して 0=中 発生
さ定てきなtヽ   発FI■ 用 生,状 ,所見|ヽ らGBSと お断できら

0さ
=予

先生
囚星関饉 夕替定できない

ワクテン1●:直後 ,キ戌
"l」

■し F8タタ■舌
=Itのしびれ

`が
出現
'ク
テン11:1菫 自● 館ヽ わ

がなrl角 ,、ら■れる を目が動かずH筆 |(不完
=こ●らなどのlI状が出現 これらの

=扶
ま|`住 交:し

t`な く つクテレ嬌
'13日
こ E薇■閲を受診 嵐薇

,“ L口 ,検■■てま髯●が認めらr.ず をま綺性菫透
袢糧

「

凛と

'酎
フレドニプロンの機,■てt tt=

4■

・・・ 盤 E

投与
"｀

ら肇
="1で
の発生です|(内 ,,｀ ら,,1面 袢経FFと ,えられ

`発
D●なものの可能性が高いと考えます

0=■■笙
四早関I不鳴   織:1● 技■ |・・ での ,象 で 因星閥l● 工あまり考えられず

`発
的な可能性が大である 検贅所見などの慣報もなヽ`のでt^は 不ヽとし

た 08Sま ■ |・ 1的におて彗定的である
O ttr7発生
四星rxl螢

=薔
定できない

!■ 5 ='た 男性 を,A面 ■塔

"ロ



ヨ1二痣名 篭霞'ちフト■足:^彎

非工
=

覆履
薇馴黎嗜
・・ 簿

"■
■

鑢掲  ンとコ反応とり困 者篤
晨慮と
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褒まこ野建}童営違 議彗湾ソオ舅I轟,な■■接■3位の●0た
2カ 月■にましびれ 颯み

=自
遺

=ウ
クテン饉■318飼  1回日つクテンをl■=1■

'クテン経
'1前
はさ 62C‐ ,ワクテン接■

'日
緩

E5'Cの発ヽ 嗅 鼻十が出現 ■ワクチン接;138

・tインフルエンザウイル嵌憲てまハな1=■ウクチ
ン櫻:1163tt,方 摯瘍 電ヽが出現

=ワ
クチン

1=:1,38後 :3'C■つクテレ嬌■1,日 後 夕
"くo■ ,としてまてまかりの状撃 反●不ユ 有こ嬌

,自美 率ワ,テン篠;120日 模、■ヽ こ資:'■ ■=型し、入院 議市卜
'ほ

:て鷹貫下自質ミなこ
'■

に   ■:
T2■iψ爾状異常疇■・ 藝腋場菫蓋3■ ,T ミ
エリン颯基性蛋自

'00と
よ堺 オリゴク0-ナルlζ Gバ

ンドー ステ0イドハルス栞
=を
聞撻=ヽ澤:Iヽ民

に
`り
は々 tel量■雪回復 奎話も可能となら 遣

勁■格筆霧 愧神経:1薔 になかつた ウイルス●
機と考え 血摯tai lex検 子●は実

=せ
ず 0薇

検■tr:tて●●球護 C■■置に翼常
=2め
られないう

織c pa

0中●え
=,与競位の当日からのしびた0であり、局所住状と,えます OBSよ 香足釣です.

醜 臨 相  ♀美窮患寄み で 徴 的な所見がない 輌 鑢 係 難 からGB'ま 薔定できな
‐0古 F7先 菫 :

容黒関係不明 壼状発現の■間が早すぎ む国悛反応の可能性高いと思います

0中封先生
ワ
'テ
ン1妻 ;IC、 ●
=37,c壺

彗138“ o,H` 縦 段与こ■のことです0で 壼まとの完全に首定まできませ
～
がきのし0■のみであり、崎澤不足とします

気管支崚 適日
=t●
輝
:参 種 存 ,ft諄 難 宅轟 子

苦Ctす
・   [曽 議・

曖欄円輸
,・
・
  難     喘趙不足  ♀美:奏奇あネて 3観

".所
見が

“

ヽ鋼
"断
難 から

“

S工 百定であ

0言絆寿生
・●
=状
消朱

―一 ―一― ―――――一―――燃塵選二こ咀:進避 韻 盟甕 ユ ニ 配 返 星 翌 奎 霊 ______一 ――一――― ―一

選
二・洒女=いわ月 薇

薇■であつた
'ク
テン1ミ ;19 El復 :姪爆2●週0魯

西上ま達住屁の
=こ
嬌覚C下を211 10自 晨|こ ま

薔下まの■方が出現し建立国鷲となつた
'ク
チン

接
'1,;曰
● 嘔下:1雷 が出現`ワクチン繕'115日螢 両上螢の,力も出現し当院

“

介入院 西ま造位
筋主ttの ■方 e党理奮、菫壕反射消失 両編聾轟
神経
「

篠 林
「
痺を2め 袢経伝壽tXま でま●ま壼

位爛著・E長、llCV颯 下、下姜でF演出現頻度低下
■政挨書にて擦ヽ強0哺T3玉自13S・・|●1以 上ょり
ギランバレーt候 絆とL・ 曖 抗ガングリオンド換

"ガングリオシド糠全体こ対する抗●ま糖性.ワクテレ
様
==:●
日●より γグ●プリン表差を計,回実

=菫た メコバラミン銀耐を投与鰐1ヽした 現在t狡ヽ
中 ワクテン権;115日 奎 呼戦″彙出現し 人ェ暉 ギうレバレーtE候 =曖霧管理となった その復ワクチン接:卜 5日■に人
工揆気から泰,し ■こスこ―チカこ二―レを簿入し
ている 壼状改薔

`螢

向であり 歩行譲悽震で1まあろ
が 歩行可痣 自力での食事も可能となつた.
なお ワクテレ嬢■388後 にイレウスを発奎し、イレ
ウステュープ簿人■行つたところ、壌Xが出現したた
0●■早
=006で

ヽ肇リトドリンの機与を(ラつた
が、投与経

'ヽ

12日・tt彙騒総球建となり薇肇マグ
ネシウム t,,替えてし`こ、現在菫議33燿であり●
坦
=メ
:ま

“

ら
'し

て`|｀る ■週・Iお こ
=・
Iじ妊螢分

■,電 を
`テ

う予定 ヽ児の発菫
=薇 =で
あ|、 異貧

与鯰めら|・ていなtヽ

0■●発生
:こ崚されている経過や検憲

“

皐からま AOこ |.・を薔定できません

菫4E嗜 として書定で03S AOこ「
'と

して 0奎や発生
きなし`      5定 でき,tヽ   悽

'1●
0■間的rllt・ 饉状 、,R:所 見からA● |・ lと考えられる

0吉野発生
ワクテン様

'1優
18自 目ての発生で ■P・l経 6は長すぎる0ししますが 国彙rln係否定しきれないてしょう.

先行感染なし 近Eて 饉喘
=診
を受け 妊場経6ま

0ミ■発生 :

|ワクチン構:1螢 9-10日 目からeきた,象で、亀
=饉
伏 贅薇蔵見 竜氣生I・宇

"所
見|まギラン′くレー餞候彗を支持する.ワクテンこ

・察 議20 ・ m‐    塞イ:群して8鷲:宥
ンバレー壼IIEがもつとも考えられる

.3栞
経建や壼漱、換薔結果からまGBsでょいと思います.経 過からすると 少し遭勁壕籠の予後|まよくないかもしれません

0苦 F7先 生 :

ワクチン揆■螢9日 日で発tしており、他:こ前嘔毎伏がないことから、ワクチンとの

"彙
園係が薔定できません.

=治
Eま
',チ
ン接
'1と
■ランパレー壼候●この因

畢鶴籠ぎ薔マ,き ないと考えている.____― ―――――

狭心伝

高血E
高ヨ壼奎

■尽嬌

ワクテン摂
'I笙
下

""｀

出現 ウクテン層'1'日 tt膚

呂奮裏星3偲こぜ1≧異8場1今ら撃蹴 骨 下"商
届首螢の経み

彙神経内‖受″し 経怯

乱窮冒  回燎
0奎■先生
ワクチン篠■霙日の事象で

=ullな
訴えだけて 異常を■け する壼■力

`な
にもない ●星関係 ま否定的である

囚旱閲篠不明   0中 村先生
投与悽よりの定扶であり因果関係 ま薔定できませんが 下輌と 口節痛などが他の要膠も考えられるた0こ配とします、GeSは 、=床
奎嵌や経過から否定的です

t里

C■■え
=振

'1後
5日 自に実然ここった凛面神経簾αである.ADEl・ tと FIl理●ける曖壼所良 なヽく

'^電

不足で
=定
はできない 因巣関係不PFとし

てもょtヽ
0中■発生

"奎
性llttI● 経庫

“

とのじ露で,,菫床壼状も,議しないようです.特発性頭む神経董痺と考えると、原因
`不
明なことも多く本用と

の機僚まなt｀ 可能性■高いです」、投与■日悛との■F・ l"rrn係 から 現■点でま因ユ関係本明としました

●イt男 篠 ギ

`:雑

7輩藤霊農 魔篠選 :議 =簸篠「=
疑

「

αと診断

囚果関係不明



報告事象 症例数
専門家の評価によりGBS,ADEMとし
て否定できないとされた症例

症例数

GBS
GBS′ADEMの可能性 のある症例 1  151 ‐       ADEM

専門家の評価によりG BSとして否定できないとされた症例リスト

10

No.

32

42

56

70

110

122

125

135

年齢

30代

20代

30代

60代

70代

10代

70代

70代

性別

男性

女性

女性

男性

男性

女性

男性

基礎疾患

食品による尋麻疹        |
無し          ‐

予防接種にて具合が悪くなつたことあり    |

2型糖尿病、高血圧、逆流性食道炎、腎症、C型肝炎等 |

高血圧(1999年 )

ハウスダスHこアレルギーあり

糖尿病、腎症、末梢神経障害     |

|ワクチン接種からの 1

1   日数   :

一　

　

一
　

　

〓
‐
，

‐
　

一

一　

　

　

一　

　

　

一　

　

　

　

　

一

一
　

一
　

一　

　

一

３
一５
」翠
１５
一

一
　

一
　

一
　

　

一

一　

　

　

　

　

　

　

一　

　

　

　

　

一

10        1

6         1

12        1

男性 脂質異常症、前立腺癌、尿道狭窄等 14

C型肝炎等

無し

一
一

一
　

一

144

149

70代

40ft

女性

女性

1        10

1         9

(2010年 6月 30日 現在 )



専門家の評価によりADEMとして否定できないとされた症例リスト

野 午聟■型 _____庁 雪 ―
― ―
_I宴 蜜 :1

1                        ,

23   30代  1 女性  自己赤血球監査性紫斑病の指摘あり(確定診断なし)1  接種当日  :~44 1 :6A I 
姜性     | ~ ~~~~蕪し ~~~~~~~―

――
:…

~~~意 ~~~T
‐     ―              ヽ ‐              ヽ 一           ――    ・  ― ― ′ ― ― ‐ ――  ―  ― ―  ‐  ―  

―

‐ ―  ―
― ― ‐  ―  ― 一   ― ― ― ― ―=―― ‐  ―

―

―     ‐ ‐ ― ― ・
‐― ― ― ― ‐ 一 ― ‐―=― ‐‐―,一

一 一 ― 一
… …

―
―

―
‐― ― ― ―

l

49  70代  ‐ 女性 糖尿病、類天疱麿、直腸結腸癌手術

118 10代未満  女性 無し

５

一　

２９

148 10代未満  女性 無 し 17




